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中間貯蔵施設について
中間貯蔵施設の概要

○福島県内では、除染に伴い発生し

た放射性物質を含む土壌や廃棄物等
が大量に発生。
※約1,600万～約2,200万㎥と推計
（東京ドームの約13～18倍に相当）

○現時点で最終処分の方法を明らか
にすることは困難。
○最終処分するまでの間、安全かつ

集中的に管理・保管するために中間
貯蔵施設の整備が不可欠。
（面積：約16km²）

福島県内で発生した除染土壌や廃棄
物、放射性セシウム濃度10万Bq/kgを
超える焼却灰などを貯蔵
国は、「中間貯蔵開始後30年以内に、

福島県外で最終処分を完了するために
必要な措置を講ずる」旨を法律に規定
（改正JESCO法：平成26年11月成立）

＜中間貯蔵施設予定地＞

大熊町

双葉町

東京電力福島
第一原子力発電所

中間貯蔵施設予定地
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※ 中間貯蔵施設に係る「当面５年間の見通し」は、平成28年３月公表。事業の進捗状況を踏まえ、必要に応じて随時見直しを行う。

※※福島県内の除染土壌等の発生量は、平成25年７月時点の推計値で、約1600万～2200万ｍ³（焼却後）

年度

用 地 取 得 （累 計） 輸 送 量

施 設 整 備
見通し 実績 見通し 実績

27 22ha程度
(28年３月25日時点)

約22ha ５万㎥程度 約４万５千㎥
• 中間貯蔵施設の保管場を整備
平成28年度以降も随時必要な保管場を整備

28 140～370ha程度 約376ha

15万㎥程度
• 加えて、大熊町及び双葉町の協力を

得て、町有地を活用した保管場に学
校等に保管されている除去土壌等の
輸送を実施

約18万４千㎥
• ９月 仮設焼却施設（大熊町）着工
• 11月 土壌貯蔵施設、受入・分別施
設着工

29
(当初:370～830ha)

376～830ha程度
約735ha

（11月末時点）

（当初30～50万㎥程度）

50万㎥程度
• 学校等に保管されている除去土壌

等を優先的に輸送
• 先行して学校等から仮置場に搬出

済の市町村に配慮
• 今後の輸送量及び輸送台数を想定

し、これらに対応した道路交通対
策を輸送量の拡大に先立って実施

357,801㎥
(12月23日時点)

• ６月 受入･分別施設の試運転開始
• 10月 土壌貯蔵施設等の運転開始

（大熊工区）
• 12月 仮設焼却施設（大熊町）火入
れ式

• 双葉町の仮設焼却施設及び灰処理
施設着工予定（31年度稼働予定）

• 廃棄物貯蔵施設の整備に着手予定
（31年度稼働予定）

30 400～940ha程度
（当初90万～180万㎥程度）

180万㎥程度

31 520～1040ha程度
（当初160万～400万㎥程度）

400万㎥程度を目指す

• 双葉町の仮設焼却施設及び灰処理
施設の稼働予定

• 廃棄物貯蔵施設稼働予定

32 640～1150ha程度
200万～600万ｍ³程度

(※累計500万～1250万㎥程度)

中間貯蔵施設に係る見通しと進捗状況について
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中間貯蔵施設に係る用地取得の推移
契約件数（平成27年3月～平成29年11月）

契約面積（平成27年3月～平成29年11月）
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全体面積
約１，６００ｈａ

項 目 全体面積内訳
全体面積に
対する割合

登記記録人数
(2,360人)内訳

地権者連絡先
把握済み

約１，２１０ha 約７６％ 約１，８５０人

調査確認
承諾済み

約１，１６０ha 約７３％ 約１，５７０人

物件調査済み 約１，１５０ha 約７２％ 約１，５６０人

契約済み 約７３５ha 約４５．９％
（約５７．９％）※１

１，２５２人
（約５３．１％）※２
（約６７．７％）※３

町有地 約１６５ha 約１０．３％

国有地/県有地/
無地番地の土地

約１６５ｈａ 約１０．３％ ※３連絡先把握済みの
1,850人に対する割合。

公有地等

約３３０ｈａ
（約２１％）

民有地

約１，２７０ｈａ
（約７９％）

民有地と公有地の合計では
全体の約９６％となっている。

※１民有地面積の
1,270haに対する割合。

※２登記記録人数の
2,360人に対する割合。

中間貯蔵施設用地の状況について 平成２９年１１月末時点
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受入・分別施設

土壌貯蔵施設

受入・分別施設、土壌貯蔵施設のイメージ

運搬

貯蔵

浸出水処理

放流

 平成28年11月に、大熊町・双葉町に受入・分別施設、土壌貯蔵施設を着工

 大熊工区では平成29年10月、双葉工区では平成29年12月より土壌貯蔵施設におい
て除去土壌の貯蔵開始
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受入・分別施設

受入・分別施設

土壌貯蔵施設

土壌貯蔵施設

土壌貯蔵施設 受入・分別施設

受入・分別施設

受入・分別施設

土壌貯蔵施設

土壌貯蔵施設

※上記星印の周辺で、用地確保済の場所において工事を行う。
※用地確保状況に応じた場所、規模で工事を実施していく。

受入・分別施設

土壌貯蔵施設

受入・分別施設

土壌貯蔵施設

土壌貯蔵施設等の工事位置及び今後の工事予定地

★：

廃棄物減容化施設
廃棄物貯蔵施設

廃棄物貯蔵施設 焼却施設等

受入・分別施設、土壌貯蔵施設
平成28年度発注

双葉工区

双葉2工区

双葉1工区
大熊2工区

大熊3工区

大熊工区

大熊1工区

受入・分別施設、土壌貯蔵施設
平成29年度発注

★：

★： 廃棄物関係施設 7
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中間貯蔵施設への輸送の状況について

平成29年度の輸送実績（平成29年12月23日時点）

●搬入量 計357,801 ㎥
（累計：586,917㎥）

※輸送した大型土のう袋等１袋の体積を１㎥として換算した数値

●総輸送車両数 計59,311台
（累計：97,349台）

保管場への定置作業

●平成28年度末までに約23万㎥を中間貯蔵施設へ輸送済み｡
●平成29年度は50万ｍ³程度を輸送する予定。
●引き続き、輸送対象物の全数管理、輸送車両の運行管理、環境モニタリ
ング等を行い、安全かつ確実な輸送を実施。
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平成29年度の中間貯蔵施設への輸送実施市町村

南会津町

檜枝岐村

西会津町

会津坂下町

柳津町
金山町

会津美里町

矢吹町

塙町

石川町

平田村

昭和村

三島町

中島村

浅川町

楢葉町

猪苗代町

只見町

桑折町

本宮市

伊達市

南相馬市川俣町

天栄村

磐梯町

泉崎村

矢祭町

鏡石町

田村市

二本松市

下郷町

西郷村

鮫川村

富岡町

古殿町

玉川村

新地町

飯舘村

浪江町
葛尾村

大熊町

双葉町

川内村

小野町

三春町

棚倉町

湯川村

北塩原村

福島市

国見町

会津若松市
郡山市

須賀川市

喜多方市

白河市
いわき市

相馬市

大玉村

広野町

＜平成27年度輸送が終了した市町村＞

鮫川村、玉川村、平田村、浅川町、古殿
町、小野町

計６市町村

＜平成28年度輸送が終了した市町村＞

会津坂下町、湯川村、会津美里町、石川町、塙町、矢祭町、猪苗
代町、三島町、柳津町、会津若松市、下郷町、昭和村、南会津町

計13市町村

平成29年度輸送対象市町村

平成27年度に輸送が終了した市町村

平成28年度に輸送が終了した市町村
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